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エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス 

症
候
群
の
予
防

　

飛
行
機
な
ど
長
い
間
乗
車
後
、

歩
き
始
め
た
際
な
ど
に
急
に
呼
吸

困
難
や
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
「
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
」
と
呼
ば
れ

る
典
型
的
な
例
で
す
。
長
時
間
狭

い
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
の
状
態
に

あ
る
と
足
の
血
液
の
流
れ
が
悪
く

な
り
、
静
脈
の
中
に
血
の
塊
が
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
な

ど
を
き
っ
か
け
に
、
足
の
血
管
か

ら
血
流
に
乗
っ
て
肺
に
到
達
し
肺

の
動
脈
を
閉 
塞 
し
て
し
ま
う
の
で

そ
く

す
。

　

足
な
ど
の
静
脈
に
血
栓
が
で
き

る
病
気
は
「
深
部
静
脈
血
栓
症
」

と
い
い
、
こ
の
血
栓
が
肺
の
血
管

を
詰
め
て
し
ま
う
病
気
は
「
急
性

肺
血
栓
塞
栓
症
」
と
い
う
病
名
が

つ
い
て
い
ま
す
。
ま
と
め
て
「
静

脈
血
栓
塞
栓
症
」
と
呼
ぶ
こ
と
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症

候
群
の
予
防
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。
①
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
行

う
②
適
度
に
動
く
。
最
低
１
時
間

に
１
回
く
ら
い
は
少
し
離
れ
た

り
、
お
手
洗
い
に
行
っ
た
り
、
伸

び
を
し
た
り
、
ふ
く
ら
は
ぎ
を
マ

ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
③
ゆ
っ
た
り
と
し
た
服

を
着
る
よ
う
に
す
る
。
体
を
締
め

付
け
な
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
洋

服
を
選
び
、
座
っ
て
い
る
間
は
ズ

ボ
ン
の
ベ
ル
ト
を
緩
め
た
り
、
ボ

タ
ン
を
外
す
な
ど
し
て
な
る
べ
く

窮
屈
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
④
足
を
組
ま
な
い
よ
う
に
す

る
⑤
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
る
⑥
弾

性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
着
用
。
適
度

な
圧
迫
を
脚
に
与
え
る
こ
と
で
血

流
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
の
予
防
を

心
掛
け
て
、
長
時
間
の
移
動
ス
ト

レ
ス
を
軽
減
し
、
旅
行
や
移
動
が

安
全
に
で
き
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

小
金
井
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　

横
山　

弥
栄
美

 　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
昨
年
の
４

月
下
旬
に
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
未
接
種
で
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、
３
月　

日
ま
で
に
お
済

３１

ま
せ
く
だ
さ
い
。

 

指
定
医
療
機
関
（
要
事
前
予

約
） 

市
内
在
住
で
、
過
去
に
接

種
歴
が
な
く
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
▽　

～　

歳
で
、
心

６０

６４

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障

害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
が
い
の

あ
る
方
（
障
害
者
手
帳
１
級
）
▽

令
和
元
年
度
中
に　

歳
・　

歳
・

６５

７０

　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

７５

８０

８５

９０

９５

歳
・　

歳
以
上
に
な
る
方
■
自
己

１００

負
担
額
５
千
円
※
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す 

健
康
課

 　

気
管
支
ぜ
ん
息
、
慢
性
気
管
支

炎
、
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
、
肺
気

し
ゅ
お
よ
び
そ
れ
ら
の
続
発
症
に

つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
を
対
象
に
、
医
療
費
の
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す
。
有
効
期
間

満
了
の
１
か
月
前
を
目
安
に
健
康

課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
桃
色
の
医
療
券
を
お
持
ち
の

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か

所

対

問

大
気
汚
染
医
療
費
助
成
制
度

医
療
券
の
更
新
を
忘
れ
ず
に

方
は
、
有
効
期
間
満
了
ま
で
に
更

新
手
続
き
を
行
わ
な
い
場
合
、
資

格
喪
失
と
な
り
再
度
認
定
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

 

健
康
課

  

３
月
４
日
（
水
）
午
後
１
時　
３０

分
～
３
時 

前
原
暫
定
集
会
施
設

 

千
野
晃
さ
ん
（
小
金
井
歯
科
医

師
会
会
員
） 
　

人
（
申
込
順
）

５０

 

２
月
３
日
か
ら
、
電
話
で
健
康

課
へ

  

３
月
５
日
～　

日
の
毎
週
木
曜

１９

日
午
前
９
時
か
ら
（
受
け
付
け
は

９
時　

分
ま
で
） 

保
健
セ
ン
タ

１５

ー 

歯
磨
き
練
習
、
栄
養
講
話
な

ど
※
む
し
歯
予
防
教
室
受
講
後
、

問歯
科
健
康
講
演
会

 
唾 
液
で
お
口
の
老
化
防
止

だ儿
唾
液
は
お
口
の
衰
え
を

遅
ら
せ
て
く
れ
ま
す

時

所

講

定

申む
し
歯
予
防
教
室

時

所

内

希
望
者
は
引
き
続
き
歯
科
健
診
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

平
成

　

年
８
月
生
ま
れ
（
２
歳
６
か

２９月
）～　

年
２
月
生
ま
れ
（
１
歳
）

３１

の
子
ど
も
※
転
入
等
で
対
象
年
齢

を
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い 

各
日　

人（
申
込
順
）

１２

 

２
月
３
日
か
ら
、
電
話
で
健
康

課
へ

  

３
月
９
日
（
月
）
午
後
１
時
か

ら
、
１
時　

分
か
ら
、
１
時　

分

１５

３０

か
ら
（
終
了
は
３
時
ご
ろ
） 

保

健
セ
ン
タ
ー 

お
お
む
ね　

～　
１６

２７

週
の
妊
婦
の
方 
　

人
（
申
込

２０

順
） 

２
月
３
日
か
ら
、
電
話
で

健
康
課
へ

  

３
月　

日 
（
土
）
午
前　

時
～

１４

１０

正
午 

保
健
セ
ン
タ
ー 

栄
養
講

義
と
調
理
実
習 

お
お
む
ね　

週
３０

ま
で
の
妊
婦
の
方
。
パ
ー
ト
ナ
ー

対

定

申妊
婦
歯
科
健
診

時

所

対

定

申
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

時

所

内

対

の
参
加
も
可 
　

人
（
申
込
順
）

２０

 

２
月
３
日
か
ら
、
電
話
で
健
康

課
へ

 
【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

３
月　

日
（
木
）
午
後
２
時　

１９

４５

分
～
４
時　

分 

お
お
む
ね
６
～

１５

７
か
月
児
の
保
護
者 
　

人
（
申

１５

込
順
）

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

３
月
６
日
（
金
）
午
後
１
時　
３０

分
～
３
時　

分 

お
お
む
ね
８
～

３０

　

か
月
児
の
保
護
者 
　

人
（
申

１１

１８

込
順
）們

們
◇
共　

通
◇
們
們

定

申離
乳
食
教
室

時

対

定

時

対

定

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

管
理
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
義
、

試
食
な
ど 

母
子
同
室
で
す 

２

月
３
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

   

２
月　

日
（
木
）
午
後
２
時
～

１３

４
時 

小
金
井
に
し
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー 
　

歳
以
上
の
方

６５

で
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
■
対
象
地
域
本

所

内

他

申

ひ
ろ
ひ
ろ
ばば

福
祉
福
祉
のの

介
護
予
防
相
談
会

時

所

対

町
４
・
５
丁
目
、
桜
町
２
丁
目
、

貫
井
北
町 

４
人
（
申
込
順
） 

２
月
３
日
か
ら
、
電
話
で
同
セ
ン

タ
ー（
☎　

儿　

儿
７
３
７
３
）へ

０４２

３８６

 　

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
、

認
定
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
精

神
医
療
に
係
る
通
院
、
デ
イ
ケ

ア
、
訪
問
看
護
、
て
ん
か
ん
の
診

療
や
薬
代
な
ど
の
医
療
費
の
自
己

負
担
を
、
３
割
か
ら
原
則
１
割
に

軽
減
し
ま
す
。

定

申

自
立
支
援
医
療
費
制
度

（
精
神
通
院
）
を

ご
存
じ
で
す
か

　

認
定
さ
れ
た
方
に
は
受
給
者
証

を
交
付
し
ま
す
。
障
が
い
の
程
度

や
所
得
状
況
に
よ
っ
て
は
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
必
要
書
類
申
請
書
（
自
立
生
活

支
援
課
で
配
布
）
、
診
断
書
（
都

の
指
定
す
る
診
断
書
で
、
発
行
か

ら
３
か
月
以
内
の
も
の
）
、
健
康

保
険
証
、
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通

知
カ
ー
ド
■
有
効
期
限
１
年
間

（
更
新
は
３
か
月
前
か
ら
申
請
で

き
ま
す
） 

自
立
生
活
支
援
課
相

談
支
援
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２

階
☎　

儿　

儿
９
８
４
１
）

０４２

３８７ 問

健康ガイド

貫
井
北
町
５
儿　

儿　
18

18

〒　
儿
0
0
1
5

184
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

（
☎　
儿　

儿
1
2
4
0
）

042

321

費用
（月額）ところ授業時間対　象教　室

３,３００円本町作業所月４回金曜日
１７：００〜１８：３０小学校３年生

学習教室
国語・算数

６,６００円

本町作業所月８回水曜・金曜日
１７：００〜１８：３０

小学校４〜６
年生

シルバー人
材センター

月８回火曜・木曜日
１６：２０〜１７：５０

８,６００円

本町作業所月８回水曜・金曜日
１９：００〜２１：００

中学校１・２
年生

学習教室
英語・数学

本町作業所月８回火曜・木曜日
１９：００〜２１：００中学校３年生

３,２００円本町作業所
月３回程度
月曜・木曜日
１５：３０〜１６：３０

４歳以上の未
就学児〜小学
校２年生

子ども
英語教室

※本町作業所＝本町６−５−１６（市役所本町暫定庁舎内）

　

４
月
か
ら
始
ま
る
各
種
教
室

の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

　

学
習
教
室
で
は
基
礎
学
力
の

向
上
を
、
ま
た
子
ど
も
英
語
教

室
で
は
ゲ
ー
ム
や
歌
を
通
し
て

楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
学
び
ま

す
。

 

各
ク
ラ
ス
若
干
名
（
申
込

順
） 

初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代

等
の
費
用
（
学
習
教
室
＝
３
千

　

円
、
子
ど
も
英
語
教
室
＝
３

１００千　

円
）
が
別
途
必
要
で
す 

５００
学
習
教
室
は
、
申
込
人
数
に
よ

り
複
合
ク
ラ
ス
ま
た
は
開
設
を

見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

 

２
月
３
日
か
ら
、
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６
１

０４２

３８３

４
１
）
へ

定

￥

他

申

学
習
教
室
・

　

子
ど
も
英
語
教
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ーー

薬物乱用防止ポスター・
標語入賞者の表彰式を実施

　市内中学生から応募のあった、薬物乱用防止ポスター
２６７点・標語１,４４１点のうち小金井地区推進協議会にて選
出した入賞者１９人の生徒を令和元年１２月２日に表彰し、
記念品を贈呈しました。


